
様式２ 
 

テーマ型共創フロント 募集シート 
 

    ■提案の募集内容について 

募集テーマ 災害時の道路啓開にご協力いただける事業者の募集 
提案の募集対象 

（テーマに関連する

事業等の概要） 

【名称、概要、場所、その他データ等】 
災害時に緊急輸送路上に放置された大型車両等の移動についてご協力いた

だける事業者を募集します。 
提案を募集する 

背景・課題 

大規模災害発生時には、人命救助のために、緊急輸送路の迅速な道路啓開

が必要となります。本市が管理する緊急輸送路等において、災害応急対策

の支障となる放置車両等が発生し、災害対策基本法第 76条の６の規定に

基づき道路管理者自らが当該車両の移動を実施する必要が生じる場合があ

ります。特に大型車両の移動作業は、専用のレッカー車が必要となるた

め、対応可能な事業者の協力が不可欠であると考えています。 

課題によって 

①誰が 

②どう困るのか 

①災害時に救助・支援を必要とする市民及び人命救助、応急復旧に携わる

関係機関 

②緊急輸送路上に放置された大型車両の移動が困難なことにより最低 1車

線の通行が確保できない場合、拠点や被災地へ進出する緊急車両を迂回さ

せる必要が生じる。 

課題に対して横浜市

が現在どう関わって

いるのか 

関係機関との道路啓開実動訓練等への参加を通して、災害対応力の強化や、

関係機関との連携強化に努めています。 

 

募集対象 

 
※チェックのついたもの

が、今回の募集の対象

です 

 

■ 公民連携の提案及び連携事業者の募集 
  ⇒テーマに関する公民連携の提案・アイデア及び連携事業者の両者を

募集するものです。 
□ 公民連携の提案のみの募集 

⇒横浜市が今後の事業等の方針や仕様を定めるために、テーマに関す

る公民連携の提案・アイデア等のみを募集するものであり、連携事

業者を募集するものではありません。 
横浜市が希望する 

提案について 

災害協定の締結 

想定する提案の例 災害時における緊急輸送路上に放置された大型車両等の移動への協力 

 

■提案にあたっての条件 

募集期間 令和７年 10 月９日（木）～ 令和７年 12月９日（火） 

応募状況により期間を延長します。 
実施予定時期 令和８年３月頃までを想定しています。 

※状況により、延長する場合があります。 

 
提案の形式 

 

様式３の【提案シート】をご提出ください。 
※提案シートの他、企画書や関連資料の添付も可です 

提案の選定方法 
※チェックのある方法で

選定します 

□特に選定をしません（提案内容が妥当であれば採用数を絞込まない） 
□審査等による選定等を実施（提案内容等を審査・選定し採用数を絞込

む） 
□提案を参考に、あらためて実施事業者の公募等を実施 
■その他（提案事業者との協議による） 

横浜市から提供でき

るメリット 

・社会貢献（災害対応）を通じた企業価値の向上 
・記者発表、市ＨＰ等への掲載等による公表 

横浜市の予算措置の

可能性 

災害対策基本法第 76条６に基づく車両移動に要した費用については本市

が費用負担することを想定しています。 

その他の留意点 本市が実施および参加する道路啓開訓練等への参加をお願いします。 
例：土木事務所や建設団体と連携した車両移動の実動訓練 



様式２ 
 

提案のお申込み先・ 

内容についての 

お問い合せ先 

（事業所管部署） 

横浜市道路局道路部維持課調整係 防災担当 
TEL  045－671—2782       FAX  045－651—5443 
E-mail do-iji@city.yokohama.lg.jp 

 


